
ＨＰ掲載用様式

取組事例 ウェルカムメゾンマリアプロジェクト

（活動メイン写真）

取組のきっかけ、経過

法人設立以来、様々な地域貢献活動を実施してきたが、一方的な活動に留まっていたため、地域に沿った新
たな形式に取り組むこととした。地域のコミュニティセンターや小学校、自治会、児童委員の皆さんの協力を仰
ぎ、具体的な地域ニーズを掘り起こす中で、経済的困窮よりも核家族化や共働き世帯の増加に伴う子供の「孤
食化」が浮き彫りとなり、子供たちと地域の繋がりを主とした取り組みが必要であることがわかった。これを共通
認識とし、地域貢献活動全般を「ウェルカムメゾンマリアプロジェクト」と称し取り組むこととした。その第一弾とし
て、平成29年度より、地域の小学生を主とし、施設入居者・学生及び一般ボランティアが、調理から片付けまで
行う「キッズクラブ」を開始した。当初は少数であったが、徐々に活動内容が小学校内に浸透したことで、現在
では定員を大幅に超える参加希望を受けている。また、第２弾として、この活動を波及させた「ひまわりサロン」
を立ち上げ、手芸クラブや漢検クラブを実施している。全ての活動が定着できており、多世代間が顔なじみの
関係になっている。施設入居者の人生経験を活かせる内容にもなっており、役割創出にも繋がっている。現在
はコロナウイルスの影響により一時的に休止しているが、落ち着き次第再開予定である。

取組内容

「キッズクラブ」
地域の小学生4～6年生を対象に「食育」を図る活動である。地区社協や児童委員と協働しながら、施設入居
者や学生及び一般ボランティアも参加することで、賑やかな雰囲気での多世代の交流の場にもなっている。メ
ニューの考案は児童が主となる。それぞれが役割を持ちながら進めるため、自主性や協調性の醸成にも繋が
ると思われる。スケジュールは片付けまで2時間程度としており、より多く参加できるよう季節や学校行事に合わ
せて内容を変えている。例えば、夏休み期間中は、夏休みの宿題に学生ボランティアと取り組み、その後バー
ベキューを行う等、時折イベント色も出すことで単一的にならぬよう工夫している。児童と施設入居者のほほ笑
ましいやり取りも多く見られ、双方が顔なじみの関係になっている。参加児童は毎回10～15名が参加し、多い
時には20名を超える申し込みがある。
「ひまわりサロン」
漢検クラブ：日本漢字能力検定試験の合格を目指し、月1～2回程度学習活動を行う。参加者は小学生、施設
入居者、地域住民となっている。学習会終了後は、皆で軽食を食べながら交流を図っている。昨年度は2回試
験を開催し、25名の方が受験し3～8級に合格している。
手芸クラブ：手芸の得意な施設入居者が主となり、小学生や地域住民に教えている。参加者は毎回10名程
で、うち小学生は5名前後。地域住民の方から譲っていただいた足踏み式のミシンを活用し、小物入れ、上靴
入れやスカート等を手作りしている。特に女子児童から人気の活動である。



(1)効果

(2)課題

実施の方法／☑法人独自　□複数法人

実施対象／ ☑地域住民一般☑高齢者

□障害者☑児童□生活困窮者

実施頻度／ 各活動月1～2回程度

活動実績／ 令和元年度：各活動14回実施

活動者数／延べ312人（うち、法人職員参加78人）

（施設建物写真）

法人概要

 
法人名／社会福祉法人 平和の聖母
所在地／福岡県久留米市上津字向野2228－321
事業内容／障害者支援施設・特定相談支援事業所・一般相談支援事業
所・軽費老人ホーム・通所介護事業・訪問介護事業・障害福祉サービス事
業・移動支援事業・居宅介護支援事業・認知症対応型共同生活介護

開始当初は、全てにおいて手探りの状態で
したが、地域の方を始め多くの皆様のご支
援により、今では私たち自身も楽しみながら
取り組めています。地域貢献という言葉だけ
が先走り、実際に体現できているかはわかり
ませんが、熱い思いを持ったスタッフと共に
今後も様々な活動を通して、地域と共に歩
む法人を作り上げたいと思います。今後も
皆様のご支援ご協力をお願い申し上げま
す。また、ご紹介した以外にも、様々な地域
活動に取り組んでいます。法人ＨＰをぜひ
ご覧下さい。

（写真）

参加者内訳／小学生・施設入居者・地域住民・学生及び一般ボランティア

理事長（施設長）管理者等　コメント実施データ

参加者が限定的になっていることは否めない。既存活動の実施は定着しているため、周知方
法の工夫や改めて地域ニーズを把握することで、活動内容の幅を更に広げ、参加者の多様
化を図る。また、今回のコロナウイルスの影響により活動休止が長期化しつつある。感染予防
には不可欠であるが、ここまで作り上げた小学生を始め地域との交流の機会が減っているた
め、別の交流手段を模索する必要がある。

小学生中心の活動になっているが、同様に施設入居者にとっても地域交流、役割の創出に繋
がっている。「教える」「伝える」ことは、生活意欲の向上も期待できる。また、既述の通り、地域
は核家族世帯が多い。その中で、祖父母世代となる入居者や兄姉世代に当たる学生ボラン
ティアとの交流は、自宅・学校に続く３つ目の「居場所」にもとなるのではないか。加えて、小学
生が自主的に施設にボランティアとして訪れる機会もあり、地域と施設の繋がりを実感できてい
る。多世代流・食育・居場所づくり等、様々な形での地域貢献に繋がっていると考える。

取組による効果や課題


